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論 文 内 容 の 要 旨
複素多様体に含まれる実部分多様体上では, その複素多様体上の Cauchy-Rieman方程式から, 自然に
tangentialCauchy-Riemann方程式が定義されるが, この tangentialCauchy-Riemann方程式の解がも
との複素多様体上の正則函数に拡張出来るかどうかという正則拡張問題は, 特殊な場合には, 単独一階方
程式の問題や 8-1Neu-mann問題と関連して, H.Lewy や J.J.Kohn等によって扱かわれて来た｡
申請者は本論文において, この問題を一般的に取 り扱かうことを試み, 概括的には, 第二種標準的実部
分多様体とよばれるものに対して, 正則拡張問題の解決を得たということが出来る｡
まず, 第二種標準的突部分多様体を群論的構成によってとらえ, これに Tanakaによって導入された
準同型の方法を適用することにより, 問題を一層簡単な基本実部分多様体の場合に帰着させうることを示
している｡
この基本実部分多様体は, 実は Piatetski-Shapiroによって扱われた或る第二種 Siegel領域の Shilov




また, この Shilov境界の解析的自己同型群はユニタリ- 群に同型な極大コソ/くクト部分群をもつが,
この群の作用を考察することによって,tangentialCauchy-Riemann方程式の解の正則函数による近似定





















見なすことが出来るが, とくに著るしいのは, 実部分多様体上の tangentialCauchy-Riemann方程式の
大域的な解が, すべてもとの全複素空間に解析接続出来るための条件が, Levi-Tanakaalgebra(と申請
者がよんでいるもの) に対する代数的条件として得られている｡ このようなことは, 多変数函数論では今
まで殆ど知られていなかったことである｡




なお, 参考論文3編も函数論的, 微分幾何学的考察に偏微分方程式論的手法と結びつけて, 多様体上の
問題を解決したものであり, 申請者の広い識見と高い研究能力を示している｡
よって, 本論文は理学博士の学位論文としての価値あるものと認める｡
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